
  

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

  

  

  

 

 

 

   

                        
 

 

   

   

   

 

 

 

 

                      

                                       

                                 

 

  

  

 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

  

 

 

東京赤坂ロータリークラブ 
NO.1352 /  2016.01.29 
例 会/ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 

    Tel 03-3505-1111 

事務局/〒107-0052 東京都港区赤坂 2-19-8 

    赤坂 2 丁目アネックス 3F 

    TeL  03-3505-5976 

    Fax  03-3505-6004 

    http://www.akasakarotary.com/  

 

●前回報告／2010 年 5 月 28 日 1117 回例会 

「今の民事裁判、これからの民事裁判」 

     みのり総合法律事務所 所長 

    当クラブ会員  小原 健 氏 

 

 

 

 

 

●本日の例会/ 2016 年  1 月 29 日 第 1381 回 

卓話： 「日本の印象」 米山学友 金友奎 氏 

 

 

 
    

 

 
 
 

 

 

 

 

 
   

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

「僅かなことにも手を差し伸べよう、そして信頼と絆」 2012～2013 年度クラブテーマ    

出席報告： 会員 49 名 / 出席 29 名 欠席 20 名 

ゲ ス ト:  井上善隆 

ビジター： 大野木孝之(東京紀尾井町 RC) 

計 2 名（敬称略） 

 

 

東京赤坂ロータリークラブ週報      

Weekly Report        会長 橋本 年男    Build friendship, Join a heart, Service together.                       
2015～2016 年度クラブテーマ 「輪になろう、つなげる想い、つながる奉仕」 

 

●前回報告／ 2016 年  1 月 22 日 第 1380 回例会 
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第４回クラブ協議会 「上半期各委員会活動報告・ 

下半期各委員会活動計画」 

 
 

 

親睦活動委員会：（浦平サブリーダー） 

先週から引き続き 2/12(金)18:00～ファミリーデイの

御案内です。アトラクションとしてザ・ビリトルズ（ビ

ートルズのコピーバンド）によるライブを予定してお

ります。ご家族同伴のうえ奮ってご参加いただきます

ようお願い申し上げます。 

職業奉仕委員会：（土屋委員長） 

今月は職業奉仕月間です。職業奉仕一口解説の第３回

目です。職業奉仕についての一般的な認識を含めて記

載されている2013年 10月号にある当時のＲＩ会長バ

ートンさんのメッセージを紹介します。「今月は私た

ち奉仕の第二部門である職業奉仕を思い出す月間で

す。ロータリアンの中には忘れられた領域の奉仕と呼

ぶ人もいますが、私はそうは思いません。実際、職業

奉仕は頻繁に行う奉仕部門であるために、私達はそれ

が奉仕だとは常に意識していないからです。まずは自

らの職業を高潔なものにすることが大切です。職業奉

仕はロータリーの目的の第２の項目をルーツにして、

すべてのロータリアンに、職業上の高い倫理基準を保

ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会

に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高

潔なものとすることを奨励しています。つまり職業奉

仕の考え方というのは、私達の仕事は社会に奉仕する

一つの手段だということです。顧客へのサービスであ

ろうと、学生の指導であろうと、患者の治療であろう

と、また、商売、研究、メディアなどどんな分野であ

ろうと、私達は能力と高潔さをもって行う自らの仕事

に誇りを持っています。それぞれの職業がニーズを満 

幹事報告： 

①2/23,24 は地区大会です。２日目の 24 日にご出席の

ほどよろしくお願い申し上げます。 

②3/9 に地区ゴルフ予選大会が開催されます。今回、当

クラブはホストクラブとなっており、当日お手伝いと

して参加して下さる方を伺っております。宜しくお願

いいたします。 

③東京グローバルＲＣ卓話の御案内です。 

 日時:2016 年３月３日(木)11:00～12:00 

 卓話講師: 鶴岡 公二 様（内閣官房ＴＰＰ政府対策本

部 政府代表 首席交渉官） 

 会場： 国際文化会館 講堂  

 演題： 「ＴＰＰ協定の大筋合意と日本」 

参加費： ３，０００円 （事前にお振込みください。） 

 

1 月火曜会報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

１７名の出席予定でしたが１４名（入会希望者１名含）

となり少し新年初めての火曜会としては寂しい人数に

なってしまいましたが「テーマ」の年頭所感をもとに

盛り上がりお正月観た映画の感動シーンのお話や何事

にもチャレンジしていくという刺激になるお話しそし

て少し遅れて来られた佐久間さんからは親睦旅行先の

面白いお話を聞く事が出来てあっという間の２時間で

した。２月の火曜会は夜間例会がございますのであり

ませんが３月１日（火曜日）は開催致します。皆様の

ご参加宜しくお願い致します。    （長谷川記） 

 

 
＜会員事業所住所変更のお知らせ＞ 

 入沢 頼二 会員 

 新事業所住所： 

   〒107-0052  港区赤坂 9-5-26 

                赤坂ハイツビル２階 

 

たし、自分たちの務めを遂行することで、私たちは地

域や社会に貢献しているのです。」としております。も

う少し書いてありますが、時間の都合上この辺までに

いたします。続きはロータリーの友 2013 年 10 月号を

ご覧ください。 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京赤坂ロータリークラブ／●会長：橋本年男 副会長：田村昭二  幹事：関陽一  広報委員長：入沢頼二  今週の担当：浦平典子 

  

                    
1月 22日  12件 24,000円  

累計 850,566円
  多額の寄付を有難うございました。（敬称略）

橋本年男/十亀さんニコニコ担当ご苦労様です。今日
はクラブ協議会です。上期、各委員会には大変お世話
に成りました。下期もよろしくお願いします。土屋東
一/十亀さんニコニコご苦労様です。入沢頼二/本日の
クラブ協議会、事務所移転作業のため申し訳ありませ
んが欠席させていただきます。報告は各リーダーにお
願いしております。西澤民夫/昨日、千代田グループ
の次年度第一回協議会は無事終了しました。会場を提
供してくださった辻会員ありがとうございました。十
亀さん２回目のニコニコご苦労様です。清水實/明日
は又雪が降るかも。転ばぬように気を付けましょう。
十亀さんニコニコご苦労様。村山公士/新年のご挨拶
が大変遅くなりました。今年もよろしくお願い致しま
す。小林博茂/太陽系９番目の惑星発見を今朝の新聞
で見ました。皆さん小さな事でなく大きな宇宙に目を
やりましょう。佐藤仁/十亀様ニコニコとおつかれさ
まです。石井達/寒いですね。風邪をひかないように
気を付けましょう。的場隆光/クラブ協議会よろしく
お願いします。辻綾香/皆様、風邪をひかないように！
十亀洋三/今年もニコニコよろしくお願い致します。
二回目のニコニコです。 

●次回予告 / 2016 年 2 月 5 日 第 1382 例会 

卓話：「内外景気の見通し：不確実性高まる世界経済、
成長の壁にぶつかる日本経済」 

  クレディスイス証券マネージングディレクタ 
チーフエコノミスト   白川 浩道 氏 

 

  

1/22 イニシエーションスピーチ 淺沼 洋一 会員(2014 年 2 月６日入会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

橋本会長をはじめ赤坂ロータリークラブの皆様、いつ

もありがとうございます。   

1.経歴、2.仕事の 2 つのテーマでお話を致します。 

父淺沼圓立（他界）は、農業団体の新聞業務を経て株

式会社全新企画社を 1959 年に設立 1960 年に創業。

総合広告会社として起業しましたが経営も生活も成

り立たず、食品、弁当、飲食、農業資材、通信機器、

不動産、出版、新聞、様々な紆余曲折を経ましたが、

現在創業 56 年目を迎え継続致しております。 

私は、1964 年昭和 39 年 7 月 1 日に東京都文京区で

生まれました。諸先輩に「東京オリンピックの年か～」

とよく言われます。 

小・中・高校は野球をはじめ部活動、習事、家庭教師

等、両親から沢山の経験をさせて頂きました。大学生

活は、憧れていた拓殖大学で武道を行うことが出来ま

した。一年生の頃は拓大のバッチと学生服「押忍の一

声で朝日が昇り、押忍の一声で夕日が沈む、あゝ拓大

に押忍の響あり」で意気揚々と通学しますが、稽古が

厳しく夏合宿迄で数人に減り、辞めるというより、逃

げて居なくなるという表現が分りやすいかもしれま

せん。稽古量と厳しさでは他を寄せ付けないものがあ

り、身体の危険は何度も感じましたが、辞めようと思

ったことは一度もありませんでした。当然ながら大会

で優勝することは必須事項で、大変厳しい環境で優秀

な指導者の基で、朝・昼・晩と毎日稽古に励んでいる

こともあり無事優勝することはできました。強いから

優勝できるわけではなく、決勝まで怪我をしない向き

合うメンタリティー等も大事であり、準備、流れ、運

の様なものが多くを占め、技術 60%運 40%と感じま

した。 

国家行事への積極的な参加の校風が有り、天長節、紀

元節、靖国参拝等、本校の茗荷谷から紋付き袴と学生

服に提灯と国旗を掲揚し数百名で参拝に参りました。

アルバイトは危険が伴う仕事が多く、力仕事（土建

業）、企業占有、株主総会、特殊警備（高井戸 IC の

杉並区民住民運動抑止他）等々、危険なこともあり高

価な日当を頂いていました。4 年時は、日本青年遺骨

収集団のミクロネシア派遣団に参加しました。３か月

間に渡り、遺骨収集の研修（戦地歴史、収集方法、人

種ごと人骨・獣骨の見分け方等）、派遣先には、厚生

省、日本遺族会、現地ガイド、現地歴史保存館職員と

の共同で行いました。収集したご遺骨は焼骨し靖国神

社に参拝し千鳥ケ淵戦没者墓苑に埋葬致しました。建

学の精神に則り 365 日中 360 日大学に関係すること

をしていました。 

就職活動に於いては、説明会に参加しますと、300

名位の参加者は全員スーツ姿で学生服を着ていたの

は私 1 名、学内との環境の違いに驚きました。無事

新卒で広告会社に入社できました。サラリーマン生活

は本当に楽しく多くを学び有意義でしたが、今のぬる

ま湯では伸びシロを作れない、成長もできない、社会

の役にも立たないと思い、海外で何か学ぼうと考え米

国に行くことを決め、丸 3 年で退職し 6 ヵ月の語学

留学ということでアメリカに行きましたが、語学の勉 

強には直ぐに飽き、不向きと感じ退学し、父に手紙を

書き、日本でパイロットスクールを作りたいので、ラ

イセンスを取りたい旨を話すと、あっさりＯＫが出た

ので、直ぐにパイロットスクールに入学しました。 

当時、航空無線が聞き取れず苦労し、毎日々エアポー

トに行って、タワーの交信を聞いているうち徐々に聞

こえてくるようになりました。フライトのほとんどは、

エンジン停止、失速、不時着、滑走路がない所での着

陸、離陸、混雑時の上空待機等を想定したフライトで

した。3 次元で止まれないため即座に判断する習慣が

つきました。1 年 4 か月の米国生活から帰国し会社に

戻り仕事を再開し無我夢中で仕事をしました。父から

「おまえは結構この仕事向いているなぁ」と言われた

ことは、今自分が天職と信じて前に進む上で支えと成

っています。麻布法人会に入会し、岩上義明先輩と出

会い、不作法でものを知らぬ私にいつも丁寧にご指導

をして頂き、32歳時には東京青年会議所をご紹介頂き、

素晴らしい体験と修行をすることが出来ました、そし

てこの度東京赤坂 RC もご紹介を頂きました。岩上義

明先輩には節目々に大変有難いアドバイスとご指導で

お導きを頂き心から御礼を申し上げます。末筆と成り

ますが、東京赤坂 RC の大先輩と同じ空気の中ご一緒

できることを誇りに思い貢献して参りたく存じます。

ありがとうございました。 

 

 

 


